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真
下
紀
子
議
員
と
能
登
谷
繁
市
議

が
同
日
、
三
上
氏
と
会
い
、
確
認
し

た
も
の
で
、
真
下
議
員
と
能
登
谷
市

議
は
今
津
寛
介
市
長
に
事
実
関
係
を

明
ら
か
に
す
る
よ
う
要
請
。
記
者
会

見
で
発
表
し
ま
し
た
。 

 

三
上
氏
は
当
時
、
北
海
道
大
学
副

学
長
で
、
ト
ン
ネ
ル
土
木
工
学
の
第

一
人
者
で
し
た
。
三
上
氏
は
過
去
２

回
セ
ミ
ナ
ー
で
講
演
し
た
事
実
と
、

17
年
設
立
の
日
韓
ト
ン
ネ
ル
推
進
道

民
会
議
に
入
会
し
、
同
会
議
の
視
察

に
２
回
参
加
、
当
時
、
道
議
の
東
国

幹
衆
議
も
同
行
し
た
と
認
め
ま
し

た
。 

 

東
衆
議
に
つ
い
て
は
、
党
道
議
団

の
調
査
で
、
日
韓
ト
ン
ネ
ル
の
視
察

に
政
務
活
動
費
を
使
っ
て
い
た
こ
と

が
判
明
、
他
の
議
員
が
返
納
す
る
な

か
東
衆
議
は
返
納
し
て
い
ま
せ
ん
。 

   

「
広
告
塔
に
な
っ
た
と
の
認
識
は

あ
る
の
か
」
と
問
う
と
、
三
上
氏

は
、
「
広
告
塔
と
の
認
識
は
な
か
っ

た
が
、
名
前
を
使
わ
れ
た
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
」
と
答
え
、
８
月
に
推

進
道
民
会
議
を
退
会
し
、
今
後
は

「
関
係
を
断
つ
」
と
語
り
ま
し
た
。 

 

真
下
議
員
は
「
統
一
協
会
の
目
的

や
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、
協
会

が
学
術
分
野
に
深
く
浸
透
し
て
い
る

事
実
に
驚
愕
す
る
。
協
会
の
考
え
方

を
旭
川
市
立
大
学
の
運
営
や
人
事
、

講
義
内
容
に
持
ち
込
ま
せ
る
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
ま

し
た
。
統
一
協
会
と
の
関
係
を
断
つ

と
明
言
し
た
今
津
市
長
や
三
上
氏

が
、
市
民
や
学
生
に
説
明
責
任
を
果

た
す
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。 

 

 

統
一
協
会
（
世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
）
の
開
祖
・
文
鮮
明
が
提
唱
し

た
日
韓
ト
ン
ネ
ル
。
そ
の
実
現
を
め
ざ
す
統
一
協
会
の
ダ
ミ
ー
団
体
「
国

際
ハ
イ
ウ
ェ
イ
財
団
」
の
セ
ミ
ナ
ー
に
、
旭
川
市
立
大
学
（
来
年
４
月
開

学
）
の
学
長
予
定
者
、
三
上
隆
氏
が
２
０
１
４
年
と
２
０
１
５
年
の
２

回
、
講
師
を
勤
め
て
い
た
事
実
が
10
月
25
日
、
判
明
し
ま
し
た
。 

会見する真下議員と能登谷市議 

 

月
７
日
、
物
価
高
騰
対
策
に
関
す

る
補
正
予
算
が
１
２
９
億
円
追
加
提

案
さ
れ
、
道
議
団
を
代
表
し
て
菊
地

葉
子
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
「
道

民
全
体
が
深
刻
な
影
響
を
長
期
に
わ

た
っ
て
受
け
て
い
る
。
最
も
影
響
を

受
け
て
い
る
低
所
得
者
支
援
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
な
い
」
と
指
摘
。
「
道

民
全
体
を
包
摂
す
る
さ
ら
な
る
抜
本

的
対
策
が
必
要
」
と
鈴
木
知
事
に
質

し
ま
し
た
。 

 

と
く
に
灯
油
価
格
の
高
騰
は
深
刻

で
す
。
道
消
費
者
協
会
調
べ
で
、
昨

年
９
月
15
日
は
98
円
／
㍑
、
今
年

は
１
２
０
円
と
22
円
も
値
上
が
り
し

て
い
ま
す
。 

 

道
は
昨
年
、
地
域
づ
く
り
総
合
交

付
金
の
基
準
を
例
年
の
１
・
５
倍
に

引
き
上
げ
る
福
祉
灯
油
へ
の
支
援
を

行
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
補
正
予
算

に
盛
り
込
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

菊
地
議
員
は
、
「
今
般
の
灯
油
価

格
高
騰
に
見
合
う
支
援
が
必
要
だ
」

と
福
祉
灯
油
へ
の
支
援
を
迫
り
、
知

事
は
、
「
福
祉
灯
油
事
業
に
よ
り
多

く
の
市
町
村
が
取
り
組
め
る
よ
う
積

極
的
に
働
き
か
け
る
」
と
答
え
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
知
事
は
、
低
所
得
の
高
齢

者
の
物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
緩
和
の

た
め
、
市
町
村
高
齢
者
世
帯
生
活
支

援
事
業
に
と
り
く
み
、
国
の
給
付
金

の
支
給
な
ど
と
重
層
的
に
実
施
す
る

と
答
弁
。
福
祉
事
務
所
や
社
会
福
祉

協
議
会
で
の
相
談
と
支
援
に
と
り
く

む
と
答
え
ま
し
た
。 

旭
川
市
で
は
１
世
帯
２
万
円
実
施
へ 

 

旭
川
市
で
は
、
生
活
と
健
康
を
守

る
会
が
福
祉
灯
油
の
実
施
を
要
望

し
、
共
産
党
市
議
団
が
市
長
に
要
請

し
て
い
ま
し
た
。 

 

４
日
の
市
議
会
で
１
世
帯
２
万
円

の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。 

 

議
会
報
告 

  

29
日
真
下
議
員
は
、
街
頭
か
ら

議
会
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

 

物
価
高
騰
で
市
民
の
生
活
が
苦

し
く
な
っ
て
い
る
今
、
消
費
税
率

を
５
％
に
引
き
下
げ
る
こ
と
や
、

大
企
業
の
内
部
留
保
へ
の
課
税
を

活
用
し
て
中
小
企
業
を
支
援
し
、

働
く
人
の
賃
金
を
引
き
上
げ
る
こ

と
が
必
要
と
訴
え
ま
し
た 

 

ま
た
、
旭
川
市
立
大
学
の
学
長

予
定
者
が
日
韓
ト
ン
ネ
ル
を
推
進

す
る
統
一
協
会

関
連
団
体
に
入

り
、
講
演
や
現

地
視
察
を
し
て

い
た
こ
と
な
ど

を
報
告
し
ま
し

た
。  
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北
海
道
の
地
方
路
線
網
が
廃
線
に
追
い
込

ま
れ
て
い
く
現
状
を
示
し
て
、
「
線
区
ご

と
の
一
番
の
赤
字
は
北
海
道
新
幹
線
。
廃

線
あ
り
き
を
前
向
き
に
評
価
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
批
判
。
「
今
の
ま
ま
で
は
、
札

幌
一
極
集
中
を
加
速
さ
せ
、
地
方
の
人
口

減
少
に
拍
車
を
か
け
る
。
地
方
に
人
が
住

み
、
産
業
・
生
活
が
あ
る
こ
と
で
国
土
を

保
全
し
て
い
る
と
の
考
え
で
、
国
が
責
任

を
果
た
す
べ
き
」
だ
と
迫
り
ま
し
た
。 

 

「
赤
字
を
理
由
に
し
た
廃
線
は
、
こ
れ

以
上
許
さ
れ
な
い
」
と
訴
え
る
と
、
国
交

省
側
は
「
黄
色
線
区
は
廃
線
を
前
提
と
せ

ず
、
持
続
可
能
な
鉄
道
網
の
構
築
を
目
指

す
」
と
答
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
根
室
本

線
や
日
高
本
線
の
よ
う
に
自
然
災
害
を
契

機
に
し
た
廃
線
や
、
生
活
路
線
の
切
り
捨

て
な
ど
、
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。 

 

27
日
、
真
下
道
議
は
国
会
に
出
向
き
、
国
土
交
通
省
鉄
道
局
に
対

し
て
、
北
海
道
の
地
方
路
線
の
赤
字
や
輸
送
密
度
の
み
の
議
論
で
な

く
、
地
方
の
実
態
に
即
し
た
必
要
性
を
地
域
と
し
っ
か
り
協
議
し
、

利
用
拡
大
と
維
持
存
続
に
む
け
た
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
求
め
ま
し
た
。 

ら
う
な
か
、
文
部
科
学
省
に
対
し
、
教
育

基
本
法
に
則
っ
て
、
国
・
地
方
行
政
が
家

庭
教
育
に
介
入
し
な
い
よ
う
都
道
府
県
に

通
知
し
、
自
治
体
の
家
庭
教
育
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
家
庭
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
よ
う

指
導
の
徹
底
を
求
め
ま
し
た
。 

 

文
部
科
学
省
の
担
当
者
は
、
２
０
０
６

年
の
改
定
教
育
基
本
法
の
国
会
審
議
で

「
国
が
家
庭
教
育
に
介
入
し
な
い
と
確
認

さ
れ
て
い
る
」
と
明
言
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
真
下
議
員
は
〝
女
性
が
子
育
て

す
る
の
が
当
た
り
前
〟
〝
子
ど
も
は
親
の

背
中
を
見
て
育
つ
〟
と
す
る
特
定
の
価
値

観
を
押
し
つ
け
る
資
料
・
教
材
が
道
教
委

教
育
に
お
い
て
使
わ
れ
て
い
た
と
説
明
。

道
教
委
の
研
修
協
議
会
に
統
一
協
会
幹
部

が
参
加
し
て
い
た
こ
と
に
も
言
及
し
ま
し

た
。
「
統
一
協
会
は
正
体
を
隠
し
て
近
づ

き
、
家
庭
教
育
へ
の
介
入
を
す
す
め
て
い

る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

統
一
協
会
の
解
散
命
令
請
求
に
つ
い

て
、
岸
田
首
相
は
事
実
を
積
み
重
ね
る
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
裁
判
で
も
す
で
に
有

罪
が
い
く
つ
も
確
定
し
て
い
ま
す
。
「
直

ち
に
解
散
請
求
を
求
め
る
べ
き
」
と
迫
り

ま
し
た
。 

 

真
下
議
員
は
10
月
27
日
上
京
し
、
統
一
協
会
と
自
治
体
行
政
と
の
関
係
を

は
じ
め
、
北
海
道
内
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
政
府
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。 

 

真
下
議
員
は
、
道
内
で
統
一
協
会
な
ど

が
「
家
庭
教
育
支
援
条
例
」
の
制
定
を
ね

 10月１日から日米共同

訓練が強行されたことに

対して、真下議員は10月

２日、陸上自衛隊上富良

野駐屯地内で、防衛相と
陸上自衛隊北部方面総監

に対し、共同訓練とオス

プレイ飛行の中止を強く

要請しました。 
要請後、駐屯地前に集まった人たちに
報告する真下議員 

 

２
０
２
３
年
度
は
、
国
か
ら
Ｊ
Ｒ

に
対
す
る
監
督
命
令
に
基
づ
い
て
、

総
括
的
な
検
証
を
行
う
節
目
の
年
と

な
り
ま
す
。
国
は
、
新
た
に
約
１
３

０
０
億
円
の
支
援
を
行
い
ま
し
た

が
、
北
海
道
の
地
方
路
線
の
黒
字
転

換
は
困
難
で
す
。 

 

国
交
省
側
は
「
黄
色
線
区
は
廃
線

が
前
提
で
は
な
い
」
と
強
調
す
る
一

方
、
「
北
海
道
は
先
行
し
て
議
論
が

進
ん
で
い
る
」
と
赤
字
を
理
由
に
沿

線
自
治
体
に
廃
線
を
迫
る
北
海
道
の

路
線
切
り
捨
て
を
評
価
し
ま
し
た
。 

 

真
下
議
員
は
、
新
幹
線
の
札
幌
延

伸
に
よ
っ
て
、
並
行
在
来
線
を
含
む


